総務大臣　高市早苗様　　　　　　　　　　　　　　　２０１９年　　月　　日
５G（第５世代移動通信システム）をただちに停止してください
　　　　　　　　　　　  東京都新宿区西新宿３−５−１２トーカン新宿７Ｆ　鳥影社内
　　　　　　　　　　　  ５G問題を考える会　　　　共同代表　山田　征　古庄弘枝
　２０２０年春からの本格稼働をめざし、２０１９年からプレ商用化が始まっている５G（第５世代移動通信システム）ですが、その安全性は確認されていません。　
　全国に約２０・８万基ある交通信号機や、無数にある電柱などに５Gアンテナを設置することは、歩行者や周辺住民に強制的に電磁放射線被曝を強いる行為です。携帯電話やスマホなどから発せられる電磁放射線には、「発がんの可能性がある」と国際がん研究機関が認めています。そして、５Gで使われる電磁放射線の安全性は証明されていません。
　２０１７年９月には、３６カ国１８０人以上の科学者と医師たちが、欧州委員会の当局者に対して「５G普及の一時停止を求める声明文」を出しています。
　彼らは、「ヒトの健康と環境に対する潜在的な危険性が、業界から独立した科学者たちによって完全に調査されるまで、５Gの普及を一時停止すること」を勧告しています。
　人類のみならず、動植物を含めた森羅万象に対して有害な５Gを推進することは、国、ひいては地球そのものを滅ぼすことにつながりかねません。予防原則に則って対処することが必要ではないでしょうか。
　　　　　　　　　　　　　　＜要望項目＞
◯５G（第５世代移動通信システム）をただちに停止してください。
◯子どもたちの通学路へ５Gを設置しないでください。
◯保育園・幼稚園や学校・教育施設、病院・介護施設などの周辺、住宅地には５Gを設置しないでください。
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（注）同じ苗字・同じ住所の場合も、省略せずに、正確にお書きください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（最終集約２０１９年１２月３１日）
＜署名用紙の送り先＞　　〒１６０−００２３　　
東京都新宿区西新宿３−５−１２トーカン新宿７Ｆ　鳥影社内　５G問題を考える会
